
親密度6.0以上の単語と日本語能力試験の
語彙レベル（重複除去後）
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親密度順位と日本語能力試験の語彙レベル
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 本発表では、学習者にとって必要な語彙は何かという視点から『日本語能力試験出題基準』の語

彙リストを捉えなおし、基本語の追加と級別リストの再検討を提案する。日本語学習者のための語

彙リストとしては、『日本語能力試験出題基準』が参照されることが多いが、そのまま日本語学習

者のための語彙リストとして活用するには問題がある。今回、日常生活でのコミュニケーションに

必要な基本語彙という視点からこの語彙リストを見直すにあたって、単語親密度という指標を用い

た。本発表ではその調査結果を報告するとともに、基本語選定のための一試案を示す。 

 
１．日本語能力試験の出題基準 

 出題基準においては、1級は語彙表の 8009語を含む 10000語、2級：5035語を含む、6000語、

3級：1409語を含む 1500語、4級：728語を含む 800語とされている（各々の語数には下の級の

語彙が含まれている）。 

 

２．単語親密度とは何か 

 調査では、『日本語の語彙特性（第１期）』（天野成昭他 2000）の単語親密度を利用した。単語

親密度とは、個々の単語にどの程度なじみがあるかを７段階尺度で評定した値であり、単語親密度

の高いものは基本的な単語とみなすことができる。 

 
３．単語親密度と日本語能力試験出題基準に関する基礎調査 

 調査対象：単語親密度 6.0以上の語 （エントリー数：4523 異なり語数：4147語） 

 調査１：単語親密度順位と日本語能力試験の語彙レベル 

   方法：単語親密度順に並べた 1000語ごとに級別比率の調査を行う 

   目的：単語親密度と出題基準との関連を明らかにする 

 調査結果： 

 

 

 

 

 

 

 

 



 調査２：日本語学習者の視点から見た単語親密度 

   方法：単語親密度 1000位までの語にどのような語が含まれているかを個々に調べる 

   目的：日本語学習者の視点から単語親密度の有効性を判断する 

   調査結果は 資料１と 資料２の通り 

 

４. 基本語彙選定のための提言 

 ① 単語親密度 6.0以上の動植物・食品名・固有名詞については、参考語彙として別表を作成し、 

   必要に応じて利用できるようにする。 

 ② 文化に関する語については 語彙の導入時に特に配慮が必要な語であるため、別表を作成し、 

   学習者の便宜を図る。 

 ③ 単語親密度 6.0以上の外来語については、出現頻度の高いもの（頻度 1000以上）を基本語 

   彙とし、残りは参考語彙として扱う。 

 ④ 上記以外の単語親密度 6.0以上の語で出題基準にないものについては、2級の語彙リストに 

   追加する。 

 ⑤ 単語親密度 6.0以上の 1級語彙（349語）は 2級に移す。 

 

５．『チュウ太のweb 辞書』（ http://marmot.chuta.jp/ ）と登録語彙  
 現在各言語グループが編集を行っている多言語版日本語辞書『チュウ太のweb 辞書』の見出し語

は、上記の調査結果をもとに次のような基準で登録語彙を追加していく。   

 ① 日本語能力試験出題基準に準拠した 8614語（8009語＋別表記＋挨拶語等表現） 

   はすでに見出し語として登録済み 

 ② 単語親密度 6.0以上の語（1598語）を追加登録 

 ③ 出現頻度 1000以上の語から順次追加登録 

 
６．今後の課題 

 ① 語の出現頻度という視点からも日本語能力試験出題基準の見直しを行う。 

 ② 単語親密度と出現頻度情報を活用して日本語学習者のための級別語彙リストを完成する。 

 ③ 親密度チェッカーと頻度チェッカーを開発し、「Reading Tutor」に組み入れる。 
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